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岡山大学大学院ヘルスシステム統合科学研究科博士前期課程  
2024 年 4 月入学 一般入試（第 2 回）  

 
入学試験問題  

 
教育研究分野  宗教人間文化論、日本文化論、医事法学、科学史技術論、

臨床死生学、ソーシャル・イノベーション論  
科目  論述試験Ⅰ  

 
 

下の文章を読んで【設問】に答えなさい。  
【設問１】この文章より読み取れる現代日本社会が抱える課題とその解決のため

の取り組みを抽出しなさい。  
【設問２】設問１で抽出した課題と解決のための取り組みに対するあなたの考え

を入学後に専攻する分野の観点から具体的に論述しなさい。  
 

核家族化が進み地域のつながりが薄れる中、頼れる身寄りがなく、ひとりで

最期を迎える高齢者が増えている。不安を抱えず、「そのとき」に備えるにはど

うしたらいいのか。  
１１月２１日夜。高円寺駅（東京都杉並区）の駅前商店街にある映画館で、

俳優・島田陽子さんの遺作の映画「エヴァーガーデン」が上映された。日本人

初のゴールデングローブ賞テレビドラマ部門主演女優賞を受賞するなど国際派

として活躍した島田さんだが、横山浩之監督は「遺作になると覚悟して撮影に

臨んだと思う」と話す。  
島田さんが直腸がんと診断されたのは約３年前。抗がん剤治療などはせず、

自らこの映画を企画し、共演者を集めた。闘病は伏せ、昨夏には鹿児島などで

ロケをした。島田さんはハリウッドで特注した衣装を持参した。  
撮影中も多数の薬を服用し、セリフを言う際、息が切れ、食事もほとんど取

れなかった。それでも、湖に入るシーンを撮影する際、痩せて寒がる島田さん

に監督が「足だけでいい」と提案すると、「それはダメ」といって水の中に入っ

た。共演した高樹澪（たかきみお）さんは「気丈だった。命がけで女優として

の自分のイメージを守ろうとしていた」という。  
昨年末に映画の試写をした際には、島田さんは入院中で出席できなかった。

監督らの見舞いも断り、ＬＩＮＥでやりとりをするだけになった。「医療費がか

さむ」といった返信もあったが、それも途切れた。島田さんが都内の病院でひ

とりで死去したのは７月２５日。６９歳だった。  
関係者によると、亡くなった直後、居住区の渋谷区役所などが島田さんの親

族へ連絡をしたが、遺体の引き取り手はなかった。島田さんは生前、周囲に

「母親が亡くなった後は親族との付き合いはしていない」と話していた。亡く
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なる直前には経済的に困窮状態にあったという。渋谷区が２週間ほど遺体を保

管した後、８月に荼毘（だび）に付した。  
生活保護法（葬祭扶助）や墓地埋葬法は葬儀をする人がいないときなどに自

治体が火葬することが定められており、関係者の証言では、島田さんもこうし

たケースと判断されたという。  
島田さんの遺骨はその後、知人が引き取り、島田さんの両親が眠る墓に納骨

されたという。  
■支え合って、最期を見送る  支援者「単身、第二のスタンダード」  

一人暮らしの高齢者への終活支援に詳しい日本総合研究所の沢村香苗研究員

は、知名度が高い島田さんが自治体に火葬される事態になったことに驚いたと

いう。「自治体関係者の間でも終活支援の必要性が再認識されたと思う」とい

う。  
葬祭扶助や引き取り手のない「無縁遺骨」が増える背景には、家族や親族が

いない人やいても頼ることができない人の増加がある。  
２０年の国勢調査では単身者は全世帯の３８％を占める。６５歳以上の単身

高齢者は５年前の調査に比べ約８０万人増え、約６７１万人となった。これま

で５０人以上の成年後見人を務めた鹿児島市の司法書士・芝田淳さん（５４）

は身寄りがいないことは「今や第二のスタンダードと意識転換するべきだ」と

いう。  
芝田さんは０７年に連帯保証人を確保できない人に対し、連帯保証を提供す

るＮＰＯ法人を立ち上げた。身寄りのない当事者たちが支え合う互助会的な組

織「鹿児島ゆくさの会」なども設立。バックアップする弁護士、司法書士、社

会福祉士ら専門家が集まるＮＰＯ法人「つながる鹿児島」を１７年に立ち上げ

た。  
 会では、４～５人でグループになり、ＬＩＮＥで毎日、ひとこと発信するこ

とを目標に、互いに支え見守りあう。歩行が困難になった人へ買い物の支援

や、ごみ屋敷にしてしまった人の家の大掃除もする。延命治療など医療に関す

る考え方や死後の事務について、「つながるファイル」を作成し仲間と共有する

こともすすめている。  
会員は現在約１３０人。連絡が途絶え、様子を見に行ったら自宅で亡くなっ

ていた、といったケースも毎年起こる。「２０人ぐらいの仲間が見おくり、弔い

あう。『他人葬』ですが、ひとりぼっちじゃない」と芝田さんは話す。  
■市の相談室、新モデル  身元保証や金銭管理「一緒に」  

社交的で社会的に孤立していなくても、頼ることができる家族や親族がおら

ず、問題に直面することも多い。社会制度の多くは家族や親族などが手助けを

する前提でつくられているからだ。代表的なものが、（１）住居や入院などの連

帯保証、（２）延命治療などの医療決定、（３）金銭管理、（４）死後対応の四

つ。厚生労働省は病院や高齢者施設などに身寄りのない人を受け入れるよう通

知しているが、実際は入院などを断られるケースもあるという。  
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 厚労省は２２年、こうした問題に取り組む静岡県、長野県、長野市、茨城県

取手市、神奈川県藤沢市、大阪府八尾市、愛知県豊田市、高知県黒潮町、福岡

県古賀市を「持続可能な権利擁護支援モデル事業」に指定し助成している。  
 中でも注目されているのは昨年１０月、長野市が成年後見支援センターに併

設した「『おひとりさま』あんしんサポート相談室」の取り組みだ。市は市内の

病院や高齢者施設に入る際、適切に契約できるよう専門家らとガイドラインを

策定する。身寄りのない高齢者が地域で自立した生活を継続できるよう医療決

定、身元保証、金銭管理、死後事務手続きなどの包括的な相談支援を行い、１

４００件以上の相談が寄せられている。  
 相談室の森田靖子さんは「元気なうちに終活をはじめ自分の最後のためにお

金をどう使うのか。頼れる身寄りがない場合、支えてくれる仲間をどうつくる

か。一緒に考えたい」と語る。  
国も動きはじめた。政府の「全世代型社会保障構築本部」（本部長・岸田文雄

首相）は１６日、超高齢社会への備えなどを掲げた報告書を公表。「地域におけ

る『互助』を支えるコミュニティー機能の強化に向けた取組が求められる」「支

援ニーズに対応するため、各地方自治体において、包括的な支援体制を整備す

る必要がある」などと記されている。  
（「（時時刻刻）  身寄りなく、いても頼れず、ひとりの死 島田陽子さん、区が２週間後に火

葬」2 0 2 2 年 1 2 月 3 0 日付『朝日新聞デジタル』、問題作成の都合上、文章を加工してい

る。）  
以上  
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岡山大学大学院ヘルスシステム統合科学研究科博士前期課程  
2024 年 4 月入学 一般入試（第 2 回）  

 
入学試験問題  

 
教育研究分野  日本文化論  

科目  論述試験Ⅱ  
 
 
問題 次の文章を読んで、設問に答えなさい。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
→裏面に続く  
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（小林武彦『生物はなぜ死ぬのか』講談社、2021 年。問題作成の都合上、文章

を加工している。）  
  

 
設問 1 上の文章で示された「死」の捉え方について説明せよ。  
 
設問 2 上の文章をふまえて、「死」をめぐる日本における思想の展開を論じな  

さい。  
 

以 上  



1 
 

岡山大学大学院ヘルスシステム統合科学研究科博士前期課程  
2024 年 4 月入学 一般入試（第 2 回）  

 
 入学試験問題  

 
教育研究分野  科学史技術論  

科目  論述試験Ⅱ  
 

 
下の文章を読んで、次の【設問】に答えよ。  

【設問１】この文章は人類の感染症対策の歴史の一コマであるが、天然痘の

「牛痘種痘」を開発する際に、文章中にあげられたもの以外にも現代に通底す

るような課題（問題）があった。そのことについて論述せよ。  
【設問２】人類は医学や医療技術を開発・発達させることにより病を克服して

きたといえるが、それにともない新たな課題に直面することにもなった。①そ

れらの課題のなかから事例を一つあげて、②その課題の本質はなんであるの

か、③その課題を克服（解決）するためにはどのような対策があるのか、考え

を述べよ。  
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以上  
  

（河村豊ほか編『未来を考えるための科学史・技術史入門』北樹出版、2023 年、

pp. 208-210。問題作成の都合上、文章を加工している。）  

〔中略〕  


